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10
月
９
日
に
あ
さ
ぎ
り
町
体
育
協
会
主
催
の
各
支
部

（
９
月
に
開
催
さ
れ
た
深
田
支
部
を
除
く
）
体
育
祭
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
下
、
各
会
場
で
は
趣
向
を
凝
ら

し
た
種
目
や
そ
の
支
部
な
ら
で
は
の
競
技
が
行
わ
れ
、
賑

や
か
な
体
育
祭
と
な
り
ま
し
た
。

　

各
支
部
ご
と
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

全国地域安全運動を実施『防犯意識の向上』を呼びかける『防犯意識の向上』を呼びかける
　

10
月
11
日
か
ら
20
日
ま
で
の
10
日
間
、『
み
ん

な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

全
国
地
域
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

多
良
木
警
察
署
で
行
わ
れ
た
出
発
式
で
は
、

１
日
警
察
署
長
に
任
命
さ
れ
た
地
元
の
ヒ
ー

ロ
ー
『
急
流
戦
隊
Ｊ
Ｉ
Ｎ
ク
マ
レ
ン
ジ
ャ
ー
』

が
万
引
き
の
撲
滅
を
力
強
く
宣
言
し
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
あ
さ
ぎ
り
町
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
と
少
年
警
察
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
、

多
良
木
地
区
防
犯
協
会
が
合
同
で
町
内
の
小
学

校
や
金
融
機
関
、
大
型
店
舗
に
お
い
て
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
啓
発
グ
ッ
ズ
や
チ
ラ
シ

を
手
渡
し
な
が
ら
防
犯
意
識
の
向
上
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

▲　　小学生にチラシを配り、防犯を呼びかけました

【写真】①綱引き、わっしょい！（須恵支部）　②消防団リレー（免田支部）　③地区対抗リレー（上支部）
　　　④ホールインワン（岡原支部）　⑤10人11脚（岡原支部）　⑥スクールウォーズ（上支部）

【
上
支
部
】

　

優
勝　

石
坂

　

２
位　

平
和

　

３
位　

清
水

【
免
田
支
部
】

　

優
勝　

吉
井

　

２
位　

八
幡
町

　

３
位　

二
子

【
岡
原
支
部
】

　

優
勝　

斉
堂

　

２
位　

竹
野
Ａ

　

３
位　

竹
野
Ｂ

【
須
恵
支
部
】

　

優
勝　

平
山
・
松
尾

　

２
位　

阿
蘇

　

３
位　

浜
ノ
上

　　　　　　　　町民体育祭開催走って！跳んで！ころがして！走って！跳んで！ころがして！

ミスターうえむら

須恵ナンバー１

上地区の力自慢が
集まる競技。
今年は、原口史

ふみひさ

尚
さん（榎田）がミ
スターうえむら
に！

須恵の最速男を決
める競技。今年の
ナンバー１は恒松
茂樹さん（覚井）
でした。

①

② ③
⑤

⑥④
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10
月
10
日
に
１
０
０
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
た
中
村
ミ
サ
ヲ
さ
ん
（
狩
所
）

に
、
同
月
12
日
、
愛
甲
町
長
が
祝
い

金
と
花
束
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

明
治
44
年
、
人
吉
市
に
生
ま
れ
た

中
村
さ
ん
は
、
戦
後
家
族
と
共
に
旧

上
村
へ
移
住
、
６
人
の
子
ど
も
と
14

人
の
孫
、
19
人
の
ひ
孫
に
恵
ま
れ
ま

し
た
。
現
在
は
、
長
男
の
政
豊
さ
ん

と
次
男
の
哲
夫
さ
ん
と
３
人
暮
ら
し
。

　
「
ま
だ
１
０
０
歳
と
は
思
っ
て
な

い
」
と
話
し
て
い
た
と
い
う
ほ
ど
元

気
な
ミ
サ
ヲ
さ
ん
。
現
在
は
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
が
楽
し
み
と
い
う
こ
と
で
、

こ
の
日
も
迎
え
の
車
が
来
る
と
笑
顔

を
見
せ
な
が
ら
、
杖
を
片
手
に
歩
い

て
車
に
乗
り
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　

10
月
18
日
に
は
、
林
ミ
ス
エ
さ
ん

（
吉
井
）
が
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
、
翌
19
日
に
入
所
さ
れ
て
い
る
介

護
老
人
福
祉
施
設
『
り
ゅ
う
き
ん
か
』

で
愛
甲
町
長
か
ら
祝
い
金
と
花
束
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

林
さ
ん
は
、
明
治
44
年
に
深
田
の

内
山
地
区
で
生
ま
れ
、
４
人
の
子
ど

も
と
８
人
の
孫
、
５
人
の
ひ
孫
に
恵

ま
れ
ま
し
た
。
若
い
こ
ろ
か
ら
農
業

を
営
み
、
特
に
野
菜
作
り
が
上
手
で

96
歳
ま
で
畑
仕
事
を
し
て
い
た
林
さ

ん
は
、家
族
か
ら『
野
菜
作
り
の
名
人
』

と
呼
ば
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
長
女
の
久
保
田
勝
子

さ
ん
（
久
留
米
市
）
ら
も
か
け
つ
け
、

お
祝
い
の
言
葉
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

中村ミサヲさんと林ミスエさんが１００歳に祝☆１００歳！祝☆１００歳！

▲　町長と談笑する中村ミサヲさん（右）

　

10
月
11
日
に
深
田
中
学
校
（
田
代

修
校
長
）
の
学
校
田
で
全
校
生
徒
に

よ
る
稲
刈
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

稲
の
栽
培
を
通
し
て
、
勤
労
の
大

切
さ
や
環
境
問
題
な
ど
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
て
い
る

取
り
組
み
で
、
こ
れ
ま
で
籾
蒔
き
や

田
植
え
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
環
境
部
や
稲

作
農
家
の
保
護
者
指
導
の
下
、
生
徒

た
ち
は
稲
刈
り
鎌
を
手
に
田
ん
ぼ
へ
。

慣
れ
た
手
つ
き
の
３
年
生
や
家
で
も

手
伝
い
を
し
て
い
る
と
い
う
１
年
生

も
い
て
、
次
々
に
稲
が
刈
ら
れ
て
い

き
ま
し
た
。
収
穫
さ
れ
た
お
米
は
、

文
化
祭
で
食
べ
る
予
定
だ
そ
う
で
す
。

　

10
月
26
日
に
は
、
免
田
小
学
校
（
米

良
隆
夫
校
長
）
の
学
童
農
園
で
稲
刈

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
５
年
生
が
行
っ
て
い
る

米
作
り
体
験
の
一
つ
で
、
今
回
は
、

稲
刈
り
か
ら
竿
が
け
ま
で
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
米
作
り
で
は
、
こ
れ
ま

で
に
田
植
え
作
業
や
手
作
り
の
か
か

し
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
が
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
、
Ｊ
Ａ
く
ま

青
壮
年
あ
さ
ぎ
り
支
部
免
田
班
（
北

川
誠
一
班
長
）
か
ら
指
導
を
受
け
、

鎌
を
使
っ
た
手
刈
り
に
挑
戦
。
最
初

は
ぎ
こ
ち
な
い
手
つ
き
で
し
た
が
、

徐
々
に
慣
れ
て
い
き
、
み
ん
な
上
手

に
刈
っ
て
い
ま
し
た
。

　　　　　　各学校田で稲刈り作業実りの秋！たくさん収穫できました実りの秋！たくさん収穫できました

▲　町長から花束を受け取る林ミスエさん（左）

▲　刈った稲を竿がけにしました

▲　うまく刈れるかな
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10
月
13
日
に
須
恵
文
化
ホ
ー
ル
で
、
あ
さ
ぎ

り
町
内
の
中
学
３
年
生
を
対
象
に
薬
物
乱
用
防

止
教
育
講
演
会
が
行
わ
れ
、
俳
優
の
内
谷
正
文

さ
ん
が
、
一
人
芝
居
と
自
分
の
体
験
談
で
薬
物

の
怖
さ
を
生
徒
た
ち
に
伝
え
ま
し
た
。

　

自
身
も
薬
物
を
使
用
し
た
経
験
を
持
ち
、
弟

が
薬
物
依
存
症
に
な
っ
た
と
い
う
内
谷
さ
ん
は

「
友
だ
ち
か
ら
薬
物
を
勧
め
ら
れ
た
ら
、
す
ぐ
逃

げ
る
勇
気
を
持
っ
て
欲
し
い
」
と
訴
え
「
何
で

も
話
せ
る
友
だ
ち
を
持
ち
、
夢
を
持
っ
て
生
き

て
欲
し
い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

岡
原
中
学
校
３
年
の
万
江
亜
胡
さ
ん
（
宮
麓
）

は
「
薬
物
の
恐
ろ
し
さ
が
わ
か
り
ま
し
た
。
薬

物
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
持
ち
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　　　　薬物乱用防止教育講演会薬物の恐ろしさを学ぶ薬物の恐ろしさを学ぶ

▲　迫真の演技で薬物の怖さを訴える内谷さん

　　　福岡大学有信会が清掃活動地域のためにできることを地域のためにできることを

▲　町をきれいにしていただき
　ありがとうございました

　

10
月
２
日
に
福
岡
大
学
同
窓
会
『
有
信
会
』
人

吉
球
磨
支
部
（
尾
曲
幸
晴
支
部
長
）
の
メ
ン
バ
ー

13
名
が
、
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
あ
さ

ぎ
り
駅
前
周
辺
で
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
支
部
で
は
、『
地
域
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

を
』
と
２
年
前
か
ら
毎
年
（
年
４
回
）、
人
吉
球

磨
の
10
市
町
村
を
輪
番
で
清
掃
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
午
前
10
時
か
ら
約
２
時
間
か
け

て
あ
さ
ぎ
り
駅
前
か
ら
県
立
南
稜
高
校
ま
で
の

道
路
を
清
掃
。
空
き
缶
や
た
ば
こ
の
吸
い
殻
な

ど
２
袋
分
の
ゴ
ミ
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

椎
屋
彰
事
務
局
長
は
「
清
掃
中
、
住
民
の
方

か
ら
感
謝
の
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
き
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
町
が
き
れ
い
に
な
る
の
は
、
気

持
ち
が
良
く
、
い
い
汗
を
流
せ
ま
し
た
」
と
話

し
ま
し
た
。

県立大『中学生がつくる朝食コンクール』上中が優秀学校賞に
　

熊
本
県
立
大
学
が
県
内
の
中
学
生
を
対
象
に

食
生
活
へ
の
理
解
と
地
産
地
消
の
意
義
を
学
ん

で
も
ら
お
う
と
実
施
し
た
『
中
学
生
が
つ
く
る

朝
食
コ
ン
ク
ー
ル
』
で
、
上
中
学
校
（
谷
水
悟

校
長
）
が
優
秀
学
校
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

県
内
の
12
校
、
50
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
こ
の

コ
ン
ク
ー
ル
に
、
上
中
学
校
か
ら
『
給
食
リ
ー

ダ
ー
ズ
』（
１
年
生
３
名
）、『
タ
フ
な
ガ
ー
ル
ズ
』

（
２
年
生
３
名
）、『
め
し
っ
こ
ク
ラ
ブ
』（
３
年

生
５
名
）
の
３
チ
ー
ム
が
挑
戦
。
３
チ
ー
ム
と

も
第
１
次
審
査
の
書
類
審
査
を
通
過
し
、
第
２

次
審
査
（
調
理
）
に
進
み
ま
し
た
。

　

13
チ
ー
ム
が
出
場
し
た
第
２
次
審
査
は
、
10

月
16
日
に
同
大
学
で
行
わ
れ
、
各
チ
ー
ム
が
工

夫
を
凝
ら
し
た
献
立
で
臨
み
ま
し
た
。
上
中
の

生
徒
た
ち
は
、
学
校
で
漬
け
た
梅
や
あ
さ
ぎ
り

町
産
の
豆
乳
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
に
腕
を
ふ
る

い
、
見
事
優
秀
学
校
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

▲　盛りつけも工夫を凝らしました
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まこと保育園に『くまモン』来園元気をおくろう！元気をおくろう！
　

10
月
20
日
、
熊
本
県
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
『
く

ま
モ
ン
』
が
、
ま
こ
と
保
育
園
（
深
田
校
区
、

前
原
扶
起
子
園
長
）
を
訪
れ
、
同
園
の
園
児
と

中
球
磨
幼
稚
園
（
免
田
校
区
、
前
原
真
昭
園
長
）

の
園
児
と
交
流
し
ま
し
た
。

　
『
が
ん
ば
ろ
う
日
本
！
ま
こ
と
保
育
園
か
ら
元

気
を
』
を
今
年
の
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
ま
こ
と

保
育
園
で
は
、
熊
本
か
ら
同
じ
よ
う
に
全
国
に

元
気
を
届
け
て
い
る
く
ま
モ
ン
に
、
園
児
た
ち

の
元
気
を
お
く
ろ
う
と
招
き
ま
し
た
。

　

く
ま
モ
ン
の
登
場
に
大
喜
び
の
園
児
た
ち
は
、

絵
や
首
飾
り
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
く
ま
モ
ン

か
ら
は
、ア
メ
の
お
返
し
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、

元
気
い
っ
ぱ
い
の
歌
を
贈
る
と
、
く
ま
モ
ン
隊

の
み
な
さ
ん
も
感
激
し
た
様
子
で
し
た
。▲　くまモンと一緒に元気よく『くまモン体操』！

　

10
月
19
日
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
校
と
し
て

高
齢
者
と
の
交
流
や
募
金
活
動
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
る
深
田
中
学
校
（
田
代
修
校
長
）
で
、

３
年
生
を
対
象
に
高
齢
者
や
障
が
い
を
も
っ
て

い
る
方
た
ち
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
擬
似

体
験
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

あ
さ
ぎ
り
町
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
を
講
師

に
行
わ
れ
た
体
験
教
室
で
は
、
生
徒
た
ち
が
視
野

を
狭
く
す
る
ゴ
ー
グ
ル
や
肘
や
膝
の
関
節
を
固

定
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
を
着
け
、
動
き
づ
ら

い
状
態
で
箸
を
使
っ
た
り
、
階
段
を
上
っ
た
り

し
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
イ
マ
ス
ク
を
着
け
て
校
内

を
歩
い
た
生
徒
た
ち
は
、
通
り
慣
れ
た
廊
下
や
階

段
を
ガ
イ
ド
役
の
生
徒
の
手
を
し
っ
か
り
握
り
、

一
歩
一
歩
確
か
め
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。

　　深田中学校で擬似体験教室開催思いやりの心を持って思いやりの心を持って

▲　車いすの操縦に悪戦苦闘

　

10
月
18
日
、
来
年
度
小
学
校
に
入
学
す
る
園

児
た
ち
に
学
校
給
食
を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と

清
水
保
育
園
（
上
校
区
、
渕
上
眞
治
園
長
）
の

年
長
組
の
園
児
16
名
と
職
員
4
名
が
、
あ
さ
ぎ

り
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
、
同
セ
ン
タ
ー

の
見
学
と
給
食
の
試
食
を
行
い
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、
研
修
室
の
見
学
窓
か
ら
見
え

る
大
き
な
シ
ン
ク
や
釜
に
興
味
津
々
の
様
子
で

調
理
員
の
作
業
を
見
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

お
待
ち
か
ね
の
試
食
。
こ
の
日
の
献
立
は
、
米

粉
パ
ン
と
牛
乳
、
コ
ー
ン
と
ワ
カ
メ
の
ス
ー
プ
、

鶏
肉
の
レ
モ
ン
焼
き
、
焼
き
ビ
ー
フ
ン
。
焼
き

ビ
ー
フ
ン
が
大
好
き
と
い
う
園
児
た
ち
は
、
箸

を
上
手
に
使
い
「
お
い
し
い
！
」
と
満
面
の
笑

顔
で
給
食
を
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

清水保育園児が学校給食センターを訪問給食っておいしい～給食っておいしい～

▲　おいしい給食に大満足の園児たち
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深田小・中学校合同で芸術体験教室『雅楽』の演奏を楽しむ

N e w s あさぎり

　

10
月
24
日
に
せ
き
れ
い
館
で
、
文
化
庁
が
次

代
を
担
う
子
ど
も
の
文
化
芸
術
体
験
教
室
と
し

て
深
田
小
学
校
（
村
山
淳
一
校
長
）
と
深
田
中

学
校（
田
代
修
校
長
）の
児
童
生
徒
を
対
象
に『
雅

楽
』
の
巡
回
公
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
雅
楽
の
楽
器
（
８
種
類
）
の

音
が
紹
介
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
そ
の
音
を
聞

き
比
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の

校
歌
を
雅
楽
の
演
奏
に
あ
わ
せ
て
歌
う
と
い
う

滅
多
に
な
い
体
験
を
し
ま
し
た
。
第
２
部
で
は
、

昔
ば
な
し
の
語
り
に
あ
わ
せ
、
情
景
や
感
情
な

ど
を
雅
楽
の
音
で
表
現
。
子
ど
も
た
ち
は
表
現

力
豊
か
な
雅
楽
の
音
色
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

深
田
小
学
校
２
年
の
東
瑞
貴
さ
ん
（
内
山
）

は
「
初
め
て
聴
く
音
楽
で
、
と
て
も
楽
し
か
っ

た
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

▲　曲にあわせて手拍子を打つ子どもたち

　

10
月
23
日
に
須
恵
文
化
ホ
ー
ル
で
、
町
内
５
中
学

校
の
音
楽
部
、
吹
奏
楽
部
合
同
に
よ
る
あ
さ
ぎ
り
町

中
学
校
合
同
音
楽
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
の
演
奏
技
術
の
向
上
と
と
も
に
、
来
年

４
月
に
開
校
す
る
『
あ
さ
ぎ
り
中
学
校
』
へ
ス
ム
ー

ズ
な
統
合
が
さ
れ
る
よ
う
各
学
校
間
の
交
流
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
音
楽
祭

も
、
５
つ
の
中
学
校
と
し
て
合
同
で
行
う
の
は
今
回

で
最
後
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
勢
65
名
（
上
中
14
名
、
免
田
中
21
名
、
岡
原
中

23
名
、
深
田
中
５
名
、
須
恵
中
２
名
）
に
よ
る
『
星

の
世
界
』『
ふ
る
さ
と
』
の
合
唱
で
幕
開
け
。
松
尾

達
三
教
育
長
が
「
こ
の
音
楽
祭
で
は
、
保
護
者
や
地

域
の
方
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
、
お
互
い
の
演
奏

を
聴
き
、
技
術
を
高
め
あ
い
、
あ
さ
ぎ
り
中
の
礎
を

作
っ
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を

受
賞
し
た
免
田
中
と
銀
賞
を
受
賞
し
た
岡
原
中
が
合

同
で
同
コ
ン
ク
ー
ル
の
課
題
曲
『
カ
ジ
ュ
ア
ル
マ
ー

チ
』を
披
露
。
上
中
は『
ル
ー
マ
ニ
ア
民
族
舞
曲
』を
、

須
恵
中
と
深
田
中
は
合
同
で『
落
ち
葉
の
舞
う
季
節
』

な
ど
を
演
奏
し
ま
し
た
。

　

第
２
部
は
、
５
校
の
生
徒
全
員
で
『
と
な
り
の
ト

ト
ロ
』
の
メ
ド
レ
ー
や
『
エ
ブ
リ
デ
ィ
、
カ
チ
ュ
ー

シ
ャ
』
な
ど
ヒ
ッ
ト
曲
を
演
奏
す
る
と
、
客
席
か
ら

は
自
然
と
手
拍
子
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

八
木
節
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
曲
で
は
、大
太
鼓
も
登
場
。

勇
壮
な
和
の
響
き
と
吹
奏
楽
の
音
が
会
場
を
包
み
込

み
ま
し
た
。

　

演
奏
を
終
え
た
３
年
生
は
「
大
編
成
で
の
演
奏
が

う
れ
し
く
、
今
年
が
一
番
楽
し
か
っ
た
。（
後
輩
た

ち
に
）
あ
さ
ぎ
り
中
で
も
楽
し
く
演
奏
を
続
け
て
欲

し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

あさぎり町中学校合同音楽祭開催５校で最後の合同演奏♪５校で最後の合同演奏♪

▲　見事な合同演奏で観客を魅了しました

▲　ヒット曲『マル・マル・モリ・モリ！』の演奏
　にはダンサーも登場！楽しく、かわいくダンス！！
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10
月
24
日
に
球
磨
人
吉
中
体
連
駅
伝
競
走
大
会
が

上
中
学
校
を
ス
タ
ー
ト
、ゴ
ー
ル
と
し
て
開
催
さ
れ
、

男
女
と
も
に
上
位
２
チ
ー
ム
に
与
え
ら
れ
る
県
大
会

の
出
場
権
を
か
け
、一
本
の
た
す
き
を
繋
ぎ
ま
し
た
。

　

女
子
の
部
は
、
午
前
10
時
半
に
上
中
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
ス
タ
ー
ト
し
、
18
チ
ー
ム
が
５
区
間
12
㌔
の

コ
ー
ス
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。
町
内
か
ら
は
５
チ
ー

ム
が
出
場
、深
田
中
学
校
（
田
代
修
校
長
）
が
４
位
、

上
中
学
校
（
谷
水
悟
校
長
）
が
６
位
に
入
る
活
躍
を

み
せ
ま
し
た
。

　

一
方
、
今
回
か
ら
一
部
コ
ー
ス
が
変
更
さ
れ
た
男

子
の
部
は
、
６
区
間
20
㌔
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
23
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
レ
ー
ス
は
、
午

後
０
時
半
に
ス
タ
ー
ト
す
る
と
湯
前
中
が
１
区
か
ら

ト
ッ
プ
に
た
ち
、
最
終
の
６
区
ま
で
そ
の
座
を
譲
る

こ
と
な
く
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。町
内
の
中
学
校
で
は
、

上
中
が
５
位
、
深
田
中
が
８
位
に
入
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
か
ら

大
き
く
順
位
を
上
げ

た
チ
ー
ム
に
贈
ら
れ

る
躍
進
賞
に
深
田
中

学
校
の
男
子
チ
ー

ム
、
女
子
チ
ー
ム
が

そ
ろ
っ
て
選
ば
れ
、

選
手
や
関
係
者
が
、

深
田
中
学
校
と
し
て

最
後
の
大
会
で
の
受

賞
を
喜
び
ま
し
た
。

　　　　　球磨人吉中体連駅伝大会一本のたすきを繋いで一本のたすきを繋いで

▶　

上
小
学
校
前
で
応
援
す
る
上
小

の
児
童
た
ち
。

　

沿
道
で
は
、
選
手
た
ち
に
た
く
さ

ん
の
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　　　リフトアップ付き車両を整備高齢者宅への訪問に活用高齢者宅への訪問に活用
　

町
で
は
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
の
た
め
に
、
財
団
法
人
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
が
実
施
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

に
よ
り
、
高
齢
者
宅
訪
問
等
に
活
用
す
る
リ
フ

ト
ア
ッ
プ
付
き
車
両
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
助
成
事
業
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広

報
事
業
と
し
て
、
集
会
施
設
の
整
備
や
安
全
な

地
域
づ
く
り
な
ど
の
取
り
組
み
に
対
し
て
助
成

を
行
う
も
の
で
す
。

　

今
回
整
備
し
た
リ
フ
ト
ア
ッ
プ
付
き
車
両
は
、

助
手
席
の
シ
ー
ト
が
電
動
で
回
転
し
、
車
外
に

出
て
く
る
も
の
で
、
車
の
乗
り
降
り
が
し
や
す

く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
高
齢
者
の
見
守
り

訪
問
や
命
の
バ
ト
ン
の
情
報
更
新
を
行
う
際
の

車
両
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

◆結果◆

【女子の部】
　１位　多良木中　２位　人吉二中　３位　湯前中
　[町内中学校成績 ]
　 ４位　深田中　 ６位　上中　　15 位　免田中
　16 位　岡原中　17 位　須恵中

【男子の部】
　１位　湯前中　２位　人吉二中　３位　多良木中
　[町内中学校成績 ]
　 ５位　上中　　 ８位　深田中　 ９位　須恵中
　17 位　免田中　18 位　岡原中　21 位　深田中Ｂ
　23 位　免田中Ｂ

▲　今回整備された車両
◀　車両には宝くじのマスコット
　　『クーちゃん』のステッカーが
　　貼ってあります
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◆
総
務
企
画
専
門
部
会
◆

歌
い
や
す
い
合
唱
曲
♪

　

総
務
企
画
専
門
部
会
（
中
村
幸
二
部
会

長
）
か
ら
の
報
告
で
は
、
あ
さ
ぎ
り
中
学

校
校
歌
の
作
曲
を
依
頼
し
て
い
た
中
竹
英

昭
氏
（
東
京
都
在
住
）
か
ら
提
出
さ
れ
た

楽
曲
に
つ
い
て
、
専
門
部
会
で
協
議
さ
れ

た
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
準
備
委
員

会
で
は
、
歌
い
や
す
く
合
唱
曲
と
し
て
も

考
慮
さ
れ
て
い
る
点
な
ど
が
確
認
さ
れ
、

こ
れ
を
了
承
。
同
月
29
日
に
開
催
さ
れ
た

教
育
委
員
会
議
に
お
い
て
、
あ
さ
ぎ
り
中

学
校
の
校
歌
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
吹
奏
楽
演
奏
の
た
め
に
編
曲

作
業
が
行
わ
れ
、
来
年
４
月
に
開
催
さ
れ

る
『
あ
さ
ぎ
り
中
学
校
落
成
・
開
校
式
典
』

に
お
い
て
初
披
露
を
行
う
た
め
に
、
各
中

学
校
に
対
し
て
練
習
依
頼
を
行
う
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

女
子
夏
服
上
着
に
胸
ポ
ケ
ッ
ト

　

あ
さ
ぎ
り
中
学
校
の
制
服
等
に
つ
い

て
は
、
現
在
の
町
内
中
学
校
１
、２
年
生

か
ら
す
で
に
変
更
し
て
い
ま
す
が
、
特

に
女
子
の
夏
服
上
着
に
つ
い
て
は
、
名

札
の
安
全
ピ
ン
の
着
脱
の
繰
り
返
し
が

主
な
原
因
で
穴
が
空
く
な
ど
の
課
題
点

が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
各
中
学

校
に
意
見
聴
取
を
行
っ
た
と
こ
ろ
『
胸
ポ

ケ
ッ
ト
を
付
け
た
方
が
良
い
』
と
の
意
見

が
大
部
分
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
専
門

部
会
で
再
検
討
し
た
結
果
、
女
子
夏
服

上
着
の
仕
様
の
一
部
を
変
更
し
、
胸
ポ

ケ
ッ
ト
を
付
け
る
こ
と
が
適
当
と
判
断

し
ま
し
た
。
こ
の
検
討
結
果
は
、
準
備

委
員
会
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
、
教
育

委
員
会
議
で
変
更
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
15
回
あ
さ
ぎ
り
中
学
校
開
校
準
備
委

員
会
が
９
月
26
日
に
開
催
さ
れ
、
各
専
門

部
会
か
ら
の
検
討
結
果
お
よ
び
開
校
準
備

に
係
る
上
中
学
校
施
設
整
備
の
状
況
な
ど

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。（
結
果
概
要
版
を

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

あさぎり中学校の校歌 決定 ! !! !! !! !あさぎり中学校の校歌 決定 ! !
平成24年4月開校平成24年4月開校平成24年4月開校平成24年4月開校

あ
さ
ぎ
り
町
立
あ
さ
ぎ
り
中
学
校
校
歌

作
詞　

梅う
め　

原は
ら　

捷
し
ょ
う　

次じ

作
曲　

中な
か　

竹た
け　

英ひ
で　

昭あ
き

山や
ま

な
み
晴は

れ
て　

さ
わ
や
か
に

昇の
ぼ

る
朝あ
さ

の
陽ひ　

照て

る
光ひ
か

り

　

こ
こ
に
楽た

の

し
く　

友と
も

と
い
ま

　

創そ
う

造ぞ
う

自じ

主し
ゅ

の　

意い

気き

と
熱ね

つ

心
こ
こ
ろ

燃も

や
し　

学ま
な

び
あ
う

　

我わ
れ

ら
が
あ
さ
ぎ
り　

中
ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

学
校

瀬せ

せ々
ら
ぎ
弾は
ず

む　

球く

ま磨
川が
わ

の

し
ぶ
き
明あ

か

る
く　

澄す

む
流な
が

れ

　

こ
こ
に
弛た
ゆ

ま
ず　

友と
も

と
い
ま

　

鍛き
た

え
る
力
ち
か
ら　

磨み
が

く
知ち

恵え

元げ
ん

気き

に
日ひ

ご
と　

励は
げ

み
あ
う

　

我わ
れ

ら
が
あ
さ
ぎ
り　

中
ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

学
校

白し

ら

が髪
の
息い

吹ぶ
き　

い
き
い
き
と

大だ
い

地ち

か
が
や
き　

湧わ

く
泉

い
ず
み

　

こ
こ
に
汗あ
せ

し
て　

友と
も

と
い
ま

　

郷
き
ょ
う

土ど

の
明あ

日す

を　

担に
な

う
夢ゆ
め

理り

想そ
う

も
高た
か

く　

進す
す

み
あ
う

　

我わ
れ

ら
が
あ
さ
ぎ
り　

中
ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

学
校

▼　現在の制服
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◆
施
設
環
境
専
門
部
会
◆

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
須
恵
、
深
田
、

　
　

皆
越
地
区
の
計
５
路
線
で
運
行

　

施
設
環
境
専
門
部
会
（
嘉
村
康
一
部
会

長
）
か
ら
は
、
８
月
に
開
催
し
た
あ
さ
ぎ

り
中
学
校
開
校
準
備
状
況
説
明
会
お
よ
び

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
計
画
に
つ
い
て
の
説

明
会
結
果
概
要
と
想
定
主
要
通
学
路
要
望

に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

８
月
９
日
、
ポ
ッ
ポ
ー
館
で
上
、
免
田
、

岡
原
校
区
を
対
象
に
行
わ
れ
た
説
明
会
で

は
、
通
学
環
境
面
で
の
防
犯
灯
の
設
置
、

国
道
以
北
か
ら
の
通
学
路
等
に
つ
い
て
意

見
等
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
同
月
10
日

に
は
、
せ
き
れ
い
館
で
須
恵
、
深
田
校

区
を
対
象
と
し
た
説
明
会
が
行
わ
れ
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
利
用
や
停
留
所
施
設
内
容
、

部
活
動
等
に
つ
い
て
意
見
や
質
問
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

町
お
よ
び
町
教
育
委
員
会
で
は
、
各
会

場
で
の
意
見
や
要
望
を
も
と
に
関
係
各
課

と
の
調
整
を
進
め
な
が
ら
、
町
道
改
良
や

防
犯
灯
整
備
な
ど
通
学
環
境
整
備
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
あ
さ
ぎ
り

中
学
校
開
校
後
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
の

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 

運
行
路
線

　

浜
の
上
線
、
平
山
荒
茂
線
、
鷺
巣
線
、

　

新
深
田
線
、
皆
越
線

 

運
行
便
数

　
【
平
日
】
登
校
１
便
、
下
校
２
便

　
【
土
曜
日
】
登
校
１
便
、
下
校
１
便

　
【
長
期
休
業
中
】
登
校
１
便
、
下
校
１
便

　

※
日
曜
日
、
祝
日
は
原
則
運
休
で
す
が
、

　
　

休
日
登
校
日
の
場
合
は
運
行
し
ま
す
。

 

運
行
時
間

　
【
平
日
登
校
便
】

　
　

原
則
と
し
て
始
業
時
間
に
合
わ
せ
た

　
　

運
行
時
間
と
し
ま
す
。

　
【
平
日
下
校
便
】

　
　

日
没
時
間
に
配
慮
し
た
運
行
時
間
と

　
　

し
ま
す
。

■浜の上線
　・できる限り危険箇所を避ける目的から、庄屋橋経由としています。
■平山荒茂線
　・阿蘇地区内広域農道交差点は、朝夕の交通量が多いためバス停留所

を阿蘇と諏訪原に分離しました。
■鷺巣線
　・できる限り危険箇所を避ける目的から、庄屋橋経由としています。
■新深田線
　・道路が狭いため、１０人乗りワゴン車を想定しています。
　・蟹ヶ迫は６ｋｍ未満ですが、通学条件が悪いため特例として設置す

る予定です。
■皆越線
　・現行どおり、５人乗りの小型乗用車（営業用車両）を予定しています。

＝バス停 ( 必要に応じた駐輪場を設置）
※交通安全対策上、可能な限り既存の公共施設
　等を利用する予定です。
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そ
の
他

・
運
行
は
定
時
運
行
と
し
ま
す
。
（
路

線
バ
ス
と
同
様
で
す
）

・
年
間
継
続
利
用
と
し
ま
す
。
（
雨
天

時
だ
け
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
）

・
開
校
年
度
（
平
成
24
年
度
）
の
利
用

申
し
込
み
は
、
１
月
に
学
校
を
通
じ

て
対
象
校
区
保
護
者
へ
周
知
し
、
申

請
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

通
学
路
の
道
路
横
断
は
信
号
機
、

　
　

横
断
歩
道
の
あ
る
交
差
点
を
！

　

あ
さ
ぎ
り
中
学
校
の
主
要
通
学
路
と
な

る
国
道
へ
の
信
号
機
設
置
に
つ
い
て
は
、

町
と
し
て
も
強
く
要
望
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
他
の
要
望
箇
所
を
含
め
開
校
ま
で
に

設
置
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
な
状
況
で

す
。

　

安
全
に
通
学
す
る
た
め
に
も
、
国
道
で

は
信
号
機
の
あ
る
交
差
点
等
を
、
そ
の
他

の
道
路
で
は
横
断
歩
道
の
あ
る
場
所
を
横

断
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
校
務
等
運
営
専
門
部
会
◆

　

校
務
等
運
営
専
門
部
会
（
荒
木
一
郎
部

会
長
）
か
ら
は
、
開
校
直
後
に
計
画
す
る

あ
さ
ぎ
り
中
学
校
落
成
・
開
校
式
、
開
校

後
の
部
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

落
成
・
開
校
式

　
　

４
月
10
日
（
火
）
に
開
催

　

あ
さ
ぎ
り
中
学
校
開
校
準
備
に
係
る
現

上
中
学
校
施
設
の
整
備
完
成
を
祝
し
、
新

し
い
中
学
校
の
門
出
と
な
る
『
あ
さ
ぎ
り

中
学
校
落
成
・
開
校
式
』
に
つ
い
て
は
、

専
門
部
会
で
検
討
し
た
結
果
、
開
校
後
の

校
務
内
容
な
ど
を
考
慮
し
、
平
成
24
年
４

月
10
日
に
同
中
体
育
館
で
開
催
す
る
計
画

が
報
告
、
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、

具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
内
容
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

あ
さ
ぎ
り
中
学
校
の
部
活
動
は
？

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
夏
季
休
業
期
間
中

に
町
内
小
学
校
６
年
生
、
中
学
校
１
、２

年
生
を
対
象
と
し
た
部
活
動
意
向
調
査
を

行
っ
た
結
果
概
要
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て
は
、
本
来
は

当
該
学
校
が
決
定
す
べ
き
事
項
で
す
が
、

中
学
校
統
合
と
い
う
特
別
な
事
情
や
開
校

直
後
か
ら
対
外
試
合
等
も
あ
り
、
保
護
者

を
中
心
に
関
心
が
高
い
こ
と
か
ら
、
意
向

調
査
結
果
や
意
見
等
を
集
約
し
、
新
設
中

学
校
長
へ
引
き
継
ぐ
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
各
学
校
の
体
育
担
当
教
職
員
で

構
成
す
る
保
健
体
育
部
会
か
ら
報
告
の

あ
っ
た
『
現
中
学
校
で
の
部
活
動
は
、
あ

さ
ぎ
り
中
学
校
へ
移
行
す
る
』
と
い
う
内

容
の
検
討
結
果
に
つ
い
て
は
、
町
内
校
長

会
議
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
に
意
見
や
要
望
が
寄
せ
ら
れ

た
中
体
連
等
公
式
試
合
へ
の
参
加
チ
ー
ム

の
弾
力
的
な
配
慮
に
つ
い
て
、
町
長
、
教

育
長
名
で
球
磨
人
吉
中
学
校
体
育
連
盟
へ

行
っ
た
要
望
に
対
し
て
、
次
の
と
お
り
回

答
が
あ
っ
た
こ
と
が
松
尾
教
育
長
か
ら
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

【
回
答
内
容
】

・
参
加
基
準
の
弾
力
的
運
用
を
図
る
競

技
と
参
加
チ
ー
ム
数
に
つ
い
て
は
、
平

成
24
年
度
夏
季
中
体
連
大
会
に
限
り
、

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
と
軟
式
野
球

競
技
は
、
あ
さ
ぎ
り
中
学
校
の
出
場
枠

を
２
チ
ー
ム
ま
で
認
め
る
。（
正
式
決

定
は
平
成
24
年
度
第
１
回
評
議
員
会
と

す
る
。）

・
各
種
共
催
大
会
へ
の
参
加
に
つ
い
て

は
、
各
競
技
団
体
に
対
し
、
共
催
大
会

へ
の
あ
さ
ぎ
り
中
学
校
複
数
チ
ー
ム
の

出
場
に
つ
い
て
要
望
を
し
て
い
く
。

　

結
成
45
周
年
を
迎
え
た
免
田
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
（
犬
童
富
士
子
会
長
）
か
ら
、
来
年

4
月
に
開
校
す
る
『
あ
さ
ぎ
り
中
学
校
』
の

校
旗
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
23
日
の
同
ク
ラ
ブ
結
成
45
周
年
の
式

典
で
犬
童
会
長
か
ら
愛
甲
町
長
へ
手
渡
さ
れ

た
校
旗
は
、『
あ
さ
ぎ
り
中
学
校
』
の
ス
ク
ー

ル
カ
ラ
ー
の
濃
紺
色
で
中
央
に
校
章
が
金
色

で
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

愛
甲
町
長
は
、「
校
旗
の
下
、
生
徒
は
も

と
よ
り
保
護
者
、
地
域
が
一
致
団
結
し
て
元

気
な
あ
さ
ぎ
り
町
を
目
指
し
ま
す
」
と
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

免
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が

校
旗
を
寄
贈
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　町内の上、免田、岡原、須恵、深田の各中学校では、それぞれの校区で有志の方々による『閉校記念
行事等実行委員会』が設立され、閉校記念行事等を開催することとなりました。60数余年にわたる中学
校の歴史を振り返り、各中学校が果たしてきた役割に感謝するとともに、地域と一体となって閉校記念行事
が行われます。行事内容に関するお問い合わせは、各実行委員会事務局へお願いします。（文中敬称略）

◆上中学校閉校記念行事等実行委員会◆
　会長　溝口峰男　　事務局（上中学校内　☎０９６６－４７－００１０）
　◇閉校記念式典

　　　　　日時　平成２４年３月１７日（土）午前１０時開会
　　　　　会場　上中学校体育館
　　　　　内容　・閉校記念碑の除幕式（午前９時～）　・閉校記念式典（午前１０時～）
　　　　　　　　・思い出を語る会（午後１時～）
　　　　　※閉校記念誌および当日の参加については、上中学校へお問い合わせください。

◆免田中学校閉校記念行事等実行委員会◆
　会長　山口和幸　　事務局（免田中学校内　☎０９６６－４５－００１９）
　◇閉校記念式典

　　　　　日時　平成２４年３月１８日（日）午前９時３０分
　　　　　会場　免田中学校体育館
　　　　　内容　第１部　関係者挨拶、校旗返納、校歌斉唱等
　　　　　　　　第２部　思い出発表、生徒発表、記念碑除幕式、風船飛ばし等

◆岡原中学校閉校記念行事等実行委員会◆
　会長　宮原盛幸　　事務局（岡原中学校内　☎０９６６－４５－０２４４）
　◇閉校記念式典

　　　　　日時　平成２４年３月１８日（日）午前１０時
　　　　　会場　岡原中学校体育館
　　　　　内容　・閉校記念式典　・記念碑除幕式（午前１１時～）
　　　　　　　　・思い出を語る会（午後0時30分～　もみじ館）

◆須恵中学校閉校記念行事等実行委員会◆
   会長　橋口一臣　事務局（須恵中学校内　☎０９６６－４５－０３２５）
　◇閉校記念式典

　　　　　日時　平成２４年３月１８日（日）午前１０時
　　　　　会場　須恵文化ホール
　　　　　内容　・閉校記念モニュメント除幕式（午前８時３０分～）
　　　　　　　　・閉校記念式典　・思い出を語る会（正午～　文化ホール内コミュニティホール）

◆深田中学校閉校記念行事等実行委員会◆
   会長　橋爪和彦　事務局（深田中学校内　☎０９６６－４５－０２０３）
　◇閉校記念式典

　　　　　日時　平成２４年３月１７日（土）　午後１時３０分
　　　　　会場　深田中学校体育館
　　　　　内容　・閉校記念式典　・記念碑除幕式（午後３時～）
　　　　　　　　・思い出を語る会（午後５時～　深田校区公民館『せきれい館』）

※上記行事内容については予定であり、今後変更となることがあります。

お問い合わせ先　あさぎり町　教育課　☎45-7226

各中学校閉校記念行事等が開催されます各中学校閉校記念行事等が開催されます
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～グリーン・ツーリ
ズム便り～あさぎり

グリーン
ツーリズム

お問い合わせ先　あさぎり町グリーン・ツーリズム研究会事務局　☎49-9211
　　　　　　　　（あさぎり町　商工観光課　ポッポー館内）
　　　　　　　　あさぎり体験ツアーHP： http://www.asagiri-taiken..jp/
　　　　　　　　焼酎オーナーHP： http://www.shochu.jp/

食育・伝統・文化体験プロジェクト
～マイ球磨焼酎つくり体験オーナー～

　今年も『マイ球磨焼酎つくり体験オーナー』の稲刈り・脱穀体験を開催しました。焼
酎オーナーの取り組みも今年で５年目を迎え、現在は、小学生を対象に『米作り体験
と500年の歴史を誇る球磨焼酎つくり体験』を通して食育・伝統・文化を学んでもらう
『食育・伝統・文化体験プログラム』も兼ねて開催しています。
　10月２日には、免田小学校５年生の児童と保護者、約70名が参加し、稲刈り・竿が
け体験を行いました。皆さん稲刈り鎌を片手に慣れない手つきで、一生懸命体験をし
ていました。体験終了後は、美味しいおにぎりに心もお腹も大満足なようでした。

　10月16日には、米脱穀体験を行いました。今回も約70名の参加があり、竿がけを
していた稲穂を昔ながらの『足踏み式脱穀機』や『千歯』を使っての脱穀です。初めは
回転する脱穀機に驚きながら、恐る恐る行っていましたが、慣れてくると、我先にと
いわんばかりに並んで順番待ちをしていました。休みなく続く行列に、足こぎをし
ていた大人は汗だく。待ちに待った休憩の『ちゃまん』！美味しい地元の方の手作り
のお饅頭で体の疲れもどこかに吹っ飛んだようでした。

お問い合わせ先　　あさぎり町婚活支援事務局　　☎49-9211
　　　　　　　　　　（あさぎり町　商工観光課　ポッポー館内）
　　　　　   　　　メールアドレス　asagiri-konkatsu@ezweb.ne.jp

あさぎり町婚活支援通信　その１５

これからのイベント予定をお知らせします

１２月　　クリスマスパーティ☆

　１月　　初詣に出かけよう！

　２月　　バレンタイン目前！スイーツ作り

　３月　　桜満開！お花見会

　各イベントは30歳代・40歳代に分かれて開催する予定です。
　婚活に興味がある町内の55歳までの独身男性の方は、この機会にぜひご登録ください！！（特に30歳代の女
性会員数に対して男性会員数が少なくなっています）会員登録をいただければ、毎月事務局からイベント情報
をメールでお届けします。
　あさぎり町の婚活支援に関するお問い合わせは事務局までご連絡ください。
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お問い合わせ先　あさぎり町　建設課　☎45-7221

　地域の団体が、ボランティア活動により公園等で花いっぱい運動（花を通じて人々の気持ちを豊か
に、また景観を良くすることを目的として行われる運動）を行う場合に、その運動に使用する花の種
子や球根、苗を年に２回交付し、その運動の支援を行います。
　役場建設課で受け付けして、くまもと緑・景観協働機構（機構）へ申請します。

１　募集期間　春まき・春植え　平成２３年１２月１日（木）～平成２４年１月１６日（月）
　　　　※募集期限までに機構の事務局に到着したもののみを審査の対象とします。
　　　　　期限を過ぎたものは受け付けません。
２　支援対象【次に掲げる団体が、当該場所で行う花いっぱい支援事業を対象とします】
　　道路、公園、公民館等の公共用地へ花の種子や球根、苗を植えるとともに、その管理を行って　
　　いる地域のボランティア団体（新規申込も可能です）
３　花の種類【①～③全体から６種類以内（②と③を含める場合は、②と③は各１種類まで）】
　　①花の種子の種類
　　　（コスモス、サルビア、千日紅、ハボタン、ひまわり、百日草、けいとう、マリーゴールド）
　　②花の球根の種類　※１種類　　　（グラジオラス　レインリリー　オキザリス）
　　③花の苗の種類　※１種類　　　　（宿根かすみ草、宿根アスター、マツバギク）
　※　活動を希望または検討される団体はご連絡ください。

平成23年度花いっぱい運動支援事業のお知らせ平成23年度花いっぱい運動支援事業のお知らせ平成23年度花いっぱい運動支援事業のお知らせ

お問い合わせ先　あさぎり町　建設課　☎45-7221

あさぎり町営住宅および特定公共賃貸住宅の入居希望者を次のとおり募集します。
【募集団地】　新築：無　　空家：未定（空き次第随時案内します）
【募集期間】　平成 23年12月１日（木）～平成 24 年１月31日（火）午前８時 30 分～午後５時
　　　　　　（土・日・祝日および12月 29日～１月３日を除く）
【入居資格】　

住宅種別 入居資格
町営住宅 ・現に同居し、または同居しようとする親族があること

・月額所得158,000円以下の世帯　
・単身入居については、60歳以上の方

特定公共
賃貸住宅

・現に同居し、または同居しようとする親族があること
・入居者世帯の年間所得から所定の控除額を控除した所得の月平均が158,000円
を超え601,000円以下であること

※暴力団員は入居できません
【申し込み方法】　あさぎり町役場建設課または各支所備え付けの申込用紙に必要事項を記入し、添付
　　　　　　　　書類を添えて申し込んでください。
　　◆添付書類◆　①　住民票の写し（世帯全員、外国人においては登録原票記載事項証明書）
　　　　　　　　　②　平成22年分の収入がわかるもの ( 所得証明書、源泉徴収票等 )
　　　　　　　　　③　平成22年度納税証明書

【申込場所】　あさぎり町役場　建設課（東庁舎）
【入居者の決定】　申し込み終了後、あさぎり町公営住宅入居者選考委員会で入居資格者の選考を行いま

す。入居資格者が多数の場合は、公開抽選で入居順位を決定し、空家が生じた場合に
随時案内します。入居順位の効力は次回の入居者抽選会までの１年間となります。

町営住宅および特定公共賃貸住宅入居者を募集します
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　介護予防サポーターとは、すべての高齢者を対象に実施する『地域型サロン』を開催していただく
リーダーの皆さんのことです。
　町では、平成23年度介護予防サポーター養成講座を
３つの日程（Ａ～Ｃ日程）で行っています。
　今回、Ｂ日程（８月５日～10月 21日、全６回）の
講座が修了したため、10月21日、受講生31名の皆さ
んに修了証が手渡されました。
　今後、各行政区でサポーターの皆さんを中心にサロン
が実施されますので、住民の方々のご支援とご協力をよ
ろしくお願いします。

　サロンは地区の役員やリ－ダーばかりでなく、地区の住民の方のご支援とご協力が必要です。
　地区の元気がひとりひとりを元気にしてくれます！
　町全体が元気になるように、できる方ができることを協力していきましょう！

お問い合わせ先　あさぎり町　福祉課　☎45-7231

お問い合わせ先　あさぎり町　保健環境課　☎ 45-7216
 福祉課　☎ 45-7215

介護予防サポーターだより

　あさぎり町では、満75歳以上で町内に５年以上居住されている方に対して敬老の意を表し、併せ
てその福祉の増進を図ることを目的として敬老年金を給付しています。今年度も９月１日から８日ま
で、各地区を巡回し給付しましたが、まだ受給されていない方がいらっしゃいます。受給資格がある
方で受給されていない方は、福祉課（福祉センター内）へお越しください。

受 給 資 格 者　平成２３年９月１日現在で、町内に引き続き５年以上居住している
　　　　　　　　満７５歳以上の方
給　　付　　額　５，０００円（年額）
受　給　期　限　１２月２２日（木）まで
持ってくるもの　印鑑、だいだい (オレンジ )色の敬老年金証書（新規の方は申請書）

あさぎり町敬老年金未受給者の方へ

古草城地区で第１回目のサロン開催！
　11月８日に古草城地区（深田校区）のみなさんによる、
第1回目の地域型サロンが同地区公民館で開催されました。
　岡村孝夫区長の呼びかけで行われた今回のサロンには、
町の保健師と社会福祉協議会の職員も参加し、地域住民の
交流の場となるサロンの意義や内容を説明しました。
　参加者からは「住民同士が顔を合わせる機会が少なかっ
たのでとてもうれしい」という声が聞かれました。
　今後は、毎月第３土曜日に開催されるそうです。▲　保健師と一緒に簡単な体操をしました
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日 本 の 人 口　1億２８０５万７３５２人（平成17年比　0.2％増）
熊 本 県 の 人 口　　　　１８１万７４２６人（平成17年比　1.4％減）
あさぎり町の人口　　　　　　１万６６３８人（平成17年比　3.8％減）

人口（人）
世帯数（世帯）

総人口 男 女
平成１７年(前回) 17,300 8,100 9,200 5,434
平成２２年 16,638 7,746 8,892 5,414
増減率 △3.8% △ 4.4% △ 3.3% △ 0.4%

平成22年国勢調査　年齢別人口（構成比率）
15歳未満 ２，４５１人（14.7％）

15歳以上～65歳未満 ９，１７３人（55.1％）
65歳以上 ５，０１１人（30.1％）

※年齢不詳３人

お問い合わせ先　あさぎり町　商工観光課　☎45-7200

雇用促進奨励事業のご案内
　あさぎり町では町への定住促進を図り、活力ある地域づくりを進めることにより、町勢の発展と住
民福祉の向上に寄与することを目的に、雇用促進奨励事業を実施しています。
　今年度、もしくは来年度に対象となる労働者を雇用されている事業主の方は、早急にお問い合わせ
先までご連絡いただきますようお願いします。

申請者
町内に居住する者を新たに正規の従業員として雇用し、その雇用期間が引き続き 1
年を超えた事業者

条件

①町内にある町税の滞納がない事業所であること（官公署、財政援助団体は対象外）
②雇用開始日が次の日以降であること
　・法人の事業所　　　平成１５年４月１日
　・法人以外の事業所　平成２３年４月１日
③平成２４年１月１日以降の雇用については、公共職業安定所かあさぎり町定住
促進無料職業紹介所に求人票を提出した求人であること

奨励金額
１人につき２０万円
（ただし、退職者補充に伴う雇用や平成23年３月31日までに雇用された場合は10万円）

　ご不明な点などは、お気軽にお問い合わせください。

お問い合わせ先　あさぎり町　企画財政課　☎45-7211

平成 22年国勢調査の人口が確定しました！

　これは、国勢調査の結果による平成22年 10月 1日現在の人口です。そのほかの集計結果は、順次
公表され、行政施策に活かされます。また、公表された集計結果は町ホームページ内の『統計で見るあさ
ぎり町』で更新していきますので、ご覧ください。
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　原則として、子どもが日本国内に住んでいる場合に子ども手当
を支給します。
　ただし、子どもが海外に留学している場合は、子ども手当を受
け取ることができる場合があります。

　父母が、離婚協議中で別居している場合は、お子さんと同居している方に支給される場合が
あります。
　ただし、単身赴任の場合は、これまでどおり、子どもの生活費を主に負担している方に支給
します。

　父母が海外に住んでいる場合、その父母が、日本国内に住む子どもを養育している人を指定
すれば、指定された方に子ども手当を支給します。子どもの住所のある市区町村に『父母指定
者指定届』を提出して、認定を受けてください。

　子どもを養育している未成年後見人がいる場合は、未成年後見人に子ども手当を支給します。

　子どもが施設に入所している場合や里親等に委託されている（預けられている）場合は、原
則として、その施設の設置者や里親等に子ども手当を支給します。

１．子どもを養育しなくなったことなどにより、支給対象となる子どもがいなくなったとき（減
額になるとき）　　

２．同じ市区町村の中で住所が変わったとき、または養育している子どもの住所が変わった
とき

３．受給者の方または養育している子どもの名前が変わったとき

４．海外に住んでいる父母から国内で子どもを養育している者として、『父母指定者』の指定
を受けるとき

お問い合わせ先　あさぎり町　福祉課　☎45-7215

のご案内 平成23年 10月から子ども手当が変わりました

①　子どもが日本国内に住んでいること

③　海外にいる父母が指定する人に支給

⑤　児童福祉施設の設置者、里親に支給

④　未成年後見人に支給

②　両親が離婚協議中で別居している場合は、子どもと同居している方を優先

今までの子ども手当と違うところは

次の１～４に該当するときは、お住まいの市町村に届出が必要です
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新しい法律により、支給要件などの変更が行われたことから、対象となる子どもをもつ全ての
方に申請をお願いしています。
平成23 年 10月 1日の時点で受給資格のある方は、平成24年 3月末までに申請をすれば、
10月分から手当を受け取ることができます。
※期間内に申請がない場合、さかのぼっての支給はできませんので、ご注意ください。

◆支給対象
　子ども手当は、中学校卒業まで（15歳に達した後最初の3月
31日まで）の子どもを養育している方に支給します。

◆支給額
＊３歳未満　　　一律15,000円
＊３歳以上小学校修了前
　　　　　　　　　　10,000円（第３子以降は15,000円）
＊中学生　　　　一律10,000円

◆支給時期
＊平成24年２月に〔平成23年10月～平成24年１月分（４カ月分）〕を支給
＊平成24年６月に〔平成24年２月～３月分（２カ月分）〕を支給

◆保育料や、受給者の申し出があった場合の学校給食費などを、市区町村が子ども手当から徴
収することなどが可能になります。

　子ども手当は、原則、申請した月の翌月分から支給されます。ただし、出生日や転出予定日（異
動日）が月末に近い場合、申請が翌月になっても異動日の翌日から15日以内の申請であれば、
申請月から支給します。

● 10月以降に出生により新たに受給資格が生じた場合、お住まいの
市区町村の窓口（公務員は勤務先）に申請が必要です。

●転入先の市区町村へ申請してください !　

●お住まいの市区町村と勤務先に届け出・申請をしてください !
　公務員は、勤務先から子ども手当が支給されます。

子ども手当制度

10 月からの子ども手当を受け取るためには、これまで子ども手当を受け取っていた方も含め、

全ての方について申請が必要です !!

初めてお子さんが生まれたとき

他の市区町村に住所が変わったとき

公務員になったとき、公務員でなくなったとき

次の場合は、15日以内に申請してください
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税税税 のたよりのたよりのたより

償却資産の申告をお願いします
償却資産とは・・・
　償却資産とは、会社や個人で工場や商店などを経営している方や、駐車場やアパートなどを
貸し付けている方が、その事業のために用いている構築物・機械・工具・器具・備品等の固定
資産のことで、土地・家屋と同じように固定資産税が課税されます。

【対象となる資産】※主な資産を例示します。詳しくはお問い合わせください。
・構築物（舗装路面、門及び塀、駐輪場など） 
・機械及び装置（発・変電設備、立体駐車場の機械
装置、製造・加工設備など） 
・農機具（耕作機械、ビニールハウス（簡易）、園
芸設備など）
・車両及び運搬具（トラクター、フォークリフト、
大型特殊自動車など） 
・工具・器具及び備品（エアコン、パソコン、看板
など） 

【対象とならない資産】
　・自動車税および軽自動車税の対象となるもの 
　・耐用年数１年未満の資産 
・取得価額が10万円未満の資産で法人税法等の規定により一時に損金算入されたもの（少額
償却資産） 
・取得価額が20万円未満の資産で法人税法等の規定により3年以内に一括して均等償却する
もの（一括償却資産） 
※　少額償却資産あるいは一括償却資産に該当するような資産でも、個別の資産ごとの耐用
年数により通常の減価償却を行っているもの、租税特別措置法の規定を適用し、即時償却
等をしているものは課税の対象となります。

◆償却資産の申告をしていただく方◆
　　毎年１月１日現在、あさぎり町内に事業用の償却資産を所有または賃貸している個人また
　は法人
◆申告期限◆
　　毎年１月３１日（土曜日、日曜日の場合は次の月曜日）です。
　※　申告期限近くになりますと窓口が大変混雑しますので、早めの申告をお願いします。
◆提出書類◆
　　『償却資産申告書』と『種類別明細書』を提出してください
※　12月中旬に前年度の申告者へ送付します。初めて申告される方は、税務課までお問い
合わせください。
※　申告書が送られてきた方で、償却資産をお持ちでない方もお手数ですが、その旨を備考
欄に記入して申告書を提出してください。
※　相談に来庁される場合は、税務署の確定申告の際に作成する決算書等（減価償却費の計
算の部分等）所有資産がわかるものをお持ちください。

お問い合わせ先　あさぎり町　税務課　☎45-7212
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税税税 のたよりのたよりのたより

旧町村や運輸支局で登録されていたときのナンバープレートは
　　　　『あさぎり町』のナンバープレートへ変更をお願いします
　旧町村や運輸支局で登録されていたときの軽自動車のナンバープ
レートをそのまま使用されている場合があります。税務課もしくは
各支所にてナンバープレートの変更手続きができますので、該当す
るナンバープレートをお持ちの方はお早めに『あさぎり町』のナン
バープレートへの変更をお願いします。

旧町村 運輸支局
ナンバープレート色

（サイズ）
白、黄、緑

（17㎝× 10㎝程度）
白

（33㎝× 16.5㎝程度）

対象車種 原付一種 50cc 以下、農耕作業用、
原付二種（乙）50cc 以下、小型特殊 農耕作業用

ナンバープレート
例

上村い○○○、免田ろ○○○、
岡原は○○○、須恵に○○○、
深田ほ○○○

98熊本○○ -○○、
熊 99○○ - ○○

○には数字が入ります。

所有されている小型特殊自動車を再度ご確認ください
　大型特殊車輌を誤って小型特殊車輌として登録されている場合があります。次の表に該当し
ない場合は、大型特殊車輌として運輸支局での登録が必要な場合があります。

小型特殊自動車 該当要件 税額（年間）
農耕
作業車

農耕トラクター、
コンバイン、田植え機 など

最高速度が時速35ｋｍ未満
（乗用装置があるもの） １，６００円

特殊
作業車

フォークリフト、ショベルローダ、
タイヤローラ、ロードローラ など

車両の長さ　　4.7 ｍ以下 
車両の幅　　　1.7 ｍ以下 
車両の長さ　　2.8 ｍ以下
最高速度　　　時速15ｋｍ以下
のすべてを満たすもの

４，７００円

＜注意＞軽自動車税は所有していることに基づいて課税されます。公道走行の有無とは関係あ
りません。

　　　　　登録変更手続きに必要なもの
　①所有者の印鑑
　②届出者の印鑑（代理人）
　③販売証明書（メーカー名、型式、車体番号等が分かるもの）
　④ナンバープレート（変更・廃車の場合）
　詳しくは、役場税務課までお問い合わせください。

軽自動車に関するお願い
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◎こころの健康相談　１２月　９日（金）　無料　予約制
精神科医師が相談に応じます。うつ、不眠、心の病気の対応などの相談はお気軽にどうぞ。

◎子育て・思春期相談　１２月　２日（金）　無料　予約制
◎メンタルヘルス相談　１２月２０日（火）　無料　予約制
臨床心理士によるカウンセリングです。悩み、ストレスなど心や気持ちの問題かなと思ったらご相談くだ
さい。

健康相談日のお知らせ

　　　あさぎり町社会福祉協議会では、弁護士による法律相談を次のとおり実施します。

　　悩みのある方はお気軽にご相談ください。秘密は厳守されます。

　日　　　時　12月 14日（水）　午後１時～午後４時（予約制）
　場　　　所　岡原保健センター
　相　談　料　無料（予約後のキャンセルについては、キャンセル料を負担
　　　　　　　していただく場合がありますのでご了承ください）
　相 談 時 間　１人につき30分

　　　　　　次回開催日　1月 11日（水）　あさぎり町役場旧須恵支所別館
　　　　　　※毎月第2水曜日に開催しています。

無 料 法 律 相 談 所 の 開 設 に つ い て

申込・お問い合わせ先　　あさぎり町　社会福祉協議会　☎49-4505

お問い合わせ先　あさぎり町　保健環境課　☎45-7216

お問い合わせ先　あさぎり町　町民課　☎45-7213

　12月4日から10日までの人権週間にあわせて無料人権相談所を開設します。いじめ・体罰・配偶者の暴力、
金銭トラブル、障がい者・高齢者・男女・外国人差別などの人権問題等でお困りの方はお気軽にご相談くだ
さい。相談は無料で秘密は固く守られます。
　日　時　　12月５日（月）　午前９時～正午
　場　所　　せきれい館 人権擁護委員

氏　　名 担当校区 電話番号
田中　昭夫 上 ４７－０６７８
石川富貴子 免　田 ４５－１１６２
入口　　満 免　田 ４５－４２６３
上田　昭子 岡　原 ４５－３０２２
恒松　秀行 須　恵 ４５－５２６６
愛甲たづ子 深　田 ４５－２５２２

人権擁護委員はあなたの相談相手です
◆人権擁護委員の仕事
　・常設、特設の相談所等で人権相談に応じます。
　・国民一人一人の人権意識を高めるため、様々な人権啓発活動を行
　　います。
　・人権侵害による被害者を救済します。
◆法務局人吉支局（☎２２－３３９３）と人権擁護委員はいつでも相
談に応じています。

無料人権相談所開設
第63回人権週間　12月４日～10日
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　寒さは血管を収縮させ脳出血・くも膜下出血の発症が増加します。日本脳卒中協会では、『脳卒中予防十
か条』を作成しています。自分や家族の状況を確認し、発症予防・生活習慣改善に役立てましょう。

①　手始めに　高血圧から　治しましょう
　血圧が高くなると、脳の血管に大きな負担がかかり、血管が破れやすくなったり、血栓ができ詰まりや
すくなります。

②　糖尿病　放っておいたら　悔い残る
　糖尿病を放置しておくと血管に大きなダメージを与え、動脈硬化が進行します。その結果、血栓ができ
やすく脳梗塞発症につながります。

③　不整脈　見つかり次第　すぐ受診
　不整脈とは、心臓の拍動が早くなったり遅くなったりして不規則になる病気です。とくに心室細動は心
原性脳塞栓症の大きな原因となります。

④　予防には　タバコを止める　意志を持て
　喫煙は、動脈硬化を促進します。

⑤　アルコール　控えめは薬　過ぎれば毒
　少量の飲酒は健康に良く、予防効果があることがわかっていますが、大量の飲酒は
高カロリーとなり、生活習慣を乱す原因となります。

⑥　高すぎる　コレステロールも　見逃すな
　血中の悪玉コレステロールや中性脂肪などが多くなる高脂血症も脳卒中の危険因子。

⑦　お食事の　塩分・脂肪　控えめに
　高血圧予防には、食事を見直して塩分や脂肪分の制限が必要となります。塩分は１日10g（高血圧の方
は６g）が目安です。

⑧　体力に　合った運動　続けよう
　運動不足は、脳卒中のリスクを高めます。無理なく毎日もしくは週数回続けられる運動に取り組みまし
ょう。

⑨　万病の　引き金になる　太りすぎ
　肥満も生活習慣病の大きな危険因子。男性は腹部内臓肥満、女性は肥満そのも
のがリスクに。

⑩　脳卒中　起きたらすぐに　病院へ
　脳卒中による脳のダメージを早くくい止めるには、時間との戦いとなります。
気になる症状があらわれたらすぐに受診しましょう。

さむい季節の健康管理（脳卒中の予防）
　あさぎり健康 21応援コーナー

お問い合わせ先　あさぎり町　保健環境課　☎45-7216

脳卒中予防十か条

脳卒中の症状を見逃さない !!（発症しやすい時間帯は早朝と夕方です）
次のような症状が起こったら一刻も早く病院へ

＊　片方の手足・顔半分の麻痺・しびれが起こる　（手足のみ、顔のみの場合もあり）
＊　ロレツが回らない、ことばが出ない、他人の言うことが理解できない
＊　力はあるのに、立てない、歩けない、フラフラする
＊　片方の目が見えない、物が二つに見える、視野の半分が欠ける
＊　経験したことのない激しい頭痛がする
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Hello, everyone!!ALT’s 
コーナー

Aikido
　When I was eight years old, my older brother started to do karate. He would 
come home in his white karate clothes and practice his new karate moves, and 
I thought he looked really cool. I joined my brother’s karate class because I 
wanted to be like my brother. We both stopped about six months later because 
we became more serious about other sports. My brother got really into 
American football, and I got into soccer. 
　Ever since I stopped doing karate, martial arts have been on my mind. 
I have been particularly interested in aikido. There are many benefits to 
practicing aikido. You gain more awareness of your body and you gain more 
precise control over your body movements. I have been doing aikido in Asagiri 
for about a month-and-a-half and I have learned a lot. I fi nd that the repetition 
of the movements is calming and I look forward to going to practice every 
week. Everyone in the club is extremely helpful and I enjoy their company 
immensely. 　　　　　　　　　　　　　　                         　       　Shara Tonn

合気道
　私が８歳の時、兄が空手を習い始めました。兄は白い道着のまま家に帰り、新しく習った技を練習していました。私はそ
の姿を見て本当にカッコいいと思いました。兄のようになりたくて、私も同じ道場に入りました。しかし、私達２人とも他
のスポーツの方が大切になり、６カ月後には空手をやめてしまいました。兄はアメリカンフットボール、私はサッカーに夢
中になりました。
　空手をやめて以来、私はずっと武道が気になっていました。特に合気道に興味を持ち始めました。合気道を習うことに
は、たくさんの利点があります。自分の体のことが良く分かるし、体の動きを正確にコントロール出来ます。あさぎり町で
合気道を始めて１カ月半になりますが、たくさんのことを習いました。動きを繰り返すと気持ちが落ち着きます。私は毎
週、練習に行くのを楽しみにしています。道場の皆さんには、いろいろと助けていただいています。皆さんと一緒に練習が
できて、とても楽しいです。                      　　　　　　                  　　　　　　　　　　タン・シャラ（訳：白柿浩美）

今月の英語　get into ～ =「～に興味を持つ、夢中になる」　例：John got into Japanese anime.　ジョンは日本のアニメに夢中になりました。

　あさぎり町教育委員会主催の小学生との交流行事『アクティブスクール in あさぎり』が 10 月 16 日に上総合体育
館で開催されました。町内の小学４～６年生を対象とした事業で今回は 9 名のこども達が参加し、青年団とレクレー
ションやものづくり体験をしました。

　午前中は自己紹介から始まり、ミニゲームや屋内
スポーツをしました。しっぽとり鬼ごっこやニュー
スポーツのドッジビーをして走り回り、青年団員も
小学生に負けないくらい楽しんでいました☆

　午後からは、クラフトテープを使って“かご”作りをしました。
出来上がったかごに、自分で選んだ飾りでデコレーションをして
完成です !みんな満足のいく作品になったようです♪

　朝から夕方まで時
間いっぱい活動し、
充実した 1 日となり
ました（*^^*）

たくさん運動
したあとは・・・
みんなで
お昼ごはん !!

■問合せ先　◇あさぎり町青年団　⇒　asa-seinen@silver.plala.or.jp
　　　　　　◆球磨郡青年団協議会HP　⇒　「球磨郡青年団協議会」で検索を♪

AM9：00

PM12：00

PM1：00

PM4：30

完   成完   成完   成 　3 月にはアイスス
ケート教室を予定し
ています☆
　たくさんの参加を
お待ちしています

合気道の練習風景
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11
月
に
入
っ
た
と
い
う
の
に
暖
か
い
日
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

昨
日
早
朝
、
家
の
近
く
を
散
歩
し
た
時
の
こ

と
で
す
。
家
に
戻
る
前
に
は
熱
く
な
り
、
ラ
ン

ニ
ン
グ
シ
ャ
ツ
1
枚
で
田
ん
ぼ
道
を
歩
き
な
が

ら
、
こ
の
季
節
、
私
の
中
学
時
代
の
記
憶
と
し

て
『
11
月
5
日
の
市
房
山
の
初
雪
、
も
み
摺
り

の
後
の
も
み
殻
の
山
に
真
っ
白
に
霜
が
下
り
て

い
た
光
景
』
を
思
い
出
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

時
な
ん
と
ひ
ば
り
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
て
き
ま

し
た
。
空
を
見
上
げ
る
と
ひ
ば
り
が
羽
ば
た
き

な
が
ら
鳴
い
て
お
り
、
え
え
っ
！
こ
の
時
期
に

と
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
年
は
３
月
11
日
に
東
北
地
方
を
襲

っ
た
巨
大
地

震
に
よ
る
災

害
で
歴
史
に

残
る
年
と
な

っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
あ

さ
ぎ
り
町
か

ら
も
多
く
の

職
員
が
被
災

地
支
援
活
動

に
自
ら
手
を

挙
げ
て
参
加

し
て
い
ま
す
。
帰
町
後
に
被
災
地
の
状
況
を
聞

い
て
お
り
ま
す
が
、
被
災
地
の
復
興
に
向
け
た

取
り
組
み
は
、
ま
だ
ま
だ
の
状
況
で
す
。
そ
し

て
、
今
後
の
電
力
供
給
は
原
子
力
以
外
の
自
然

に
優
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
向
か
お
う
と
し
て
い

ま
す
。
一
方
で
、
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
が
な

い
円
高
が
続
き
、
民
間
企
業
は
日
本
の
工
場
で

ど
こ
ま
で
踏
ん
張
れ
る
か
の
瀬
戸
際
と
な
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
年
末
に
向
か
っ
て
Ｔ
Ｐ

Ｐ
（
太
平
洋
を
囲
む
国
々
の
人
、
物
、
お
金
を

自
由
に
取
引
で
き
る
よ
う
に
す
る
）
に
参
加
す

る
か
し
な
い
か
で
国
を
２
分
す
る
論
争
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

球
磨
・
人
吉
は
、
相
良
７
０
０
年
と
言
わ
れ

る
長
期
政
権
（
実
際
に
は
様
々
な
ド
ラ
マ
が
あ

っ
た
）
が
続
き
、
険
し
い
山
々
が
自
然
の
要
塞

と
な
り
、
独
自
の
文
化
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
が
今
日
で
は
、
経
済
や
情
報
が
世
界
同
時

に
進
行
し
て
、
地
方
の
町
村
も
日
本
だ
け
で
な

く
、
世
界
の
動
き
に
翻
弄
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

も
っ
と
ゆ
っ
く
り
世
の
中
が
動
い
て
欲
し

い
・
・
・
皆
さ
ん
そ
う
思
い
ま
せ
ん
か
。
こ
の

よ
う
に
回
り
の
自
然
や
社
会
の
変
化
が
速
く
、

方
向
性
が
見
え
に
く
い
中
で
、
私
た
ち
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
生
き
て

い
く
た
め
の
最
低
限
の
条
件
で
あ
る
、
住
む
と

こ
ろ
、
四
季
を
し
の
げ
る
衣
服
、
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
料
を
確
保
し
て
お
く
事
だ
と
思
い
ま

す
。

　

こ
の
衣
・
食
・
住
の
歯
止
め
が
あ
れ
ば
、
あ

と
は
個
人
個
人
の
努
力
に
よ
っ
て
、
更
に
よ
り

楽
し
く
、
よ
り
良
く
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
を
実
現
し
て

い
く
た
め
に
は
、
ま
ず
自
分
自
身
の
心
と
体
の

元
気
が
大
事
で
す
。
年
を
重
ね
る
と
だ
れ
で
も

ど
こ
か
体
の
不
調
が
訪
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

こ
と
に
な
っ
て
も
、
全
体
で
は
元
気
に
活
動
で

き
る
よ
う
に
、
自
ら
を
律
し
て
生
き
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
か
ど
う
か
で
す
。
多
少
の
体
の
病

気
や
不
自
由
が
あ
っ
て
も
、
ま
だ
ま
だ
頑
張
れ

る
と
前
向
き
な
気
持
ち
で
１
日
１
日
を
生
き
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　

球
磨
・
人
吉
は
盆
地
の
中
に
あ
り
、
冬
は
寒

く
夏
は
暑
く
、
大
き
な
消
費
地
も
遠
く
に
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。

　

で
も
、
日
本
全
国
見
回
し
た
ら
同
じ
様
な
地

域
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
い
や
、
も
っ
と
生

活
条
件
が
厳
し
い
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
す
。
世

の
中
は
変
化
し
て
い
く
の
が
当
た
り
前
と
受
け

止
め
、
変
化
に
一
喜
一
憂
す
る
こ
と
な
く
、
人

間
と
し
て
尊
厳
を
も
っ
て
生
き
て
い
く
た
め
の

最
低
限
の
備
え
を
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

な
っ
て
、
し
っ
か
り
と
築
い
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

あ
さ
ぎ
り
町
長　

愛
甲
一
典

44

変
化
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
か
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次
の
方
々
の
ご
遺
族
か
ら
、
あ
さ
ぎ
り
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
多
額
の
ご
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
使
途
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ご
芳
志
に
添
う
よ
う
慎
重
に
考
慮
し
、
本
町

の
福
祉
向
上
の
た
め
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

ご
厚
情
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も

に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

（
平
成
23
年
10
月
１
日
〜
10
月
末
日
受
付
分

ま
で
）
※
敬
称
略

校
区　
　

寄
附
者　
　
　

故
人

　

須
恵　

溝
口　

親
男　

溝
口　

正
子

　

上　
　

野
田　

美
恵　

野
田　

勲

　

深
田　

蓑
田　

澄
香　

蓑
田　

強

　

岡
原　

上
田　

康
弘　

上
田
ヒ
サ
子

　

上　
　

橋
本　

強　
　

橋
本
あ
け
み

　

上　
　

梶
原
み
す
子　

梶
原　

秋
人

　

深
田　

鬼
塚　

秀
光　

鬼
塚　

正
人

　

免
田　

中
馬
ハ
ル
ミ　

中
馬　

国
雄

　

深
田　

中
村　

勝
義　

中
村　

チ
エ

　

上　
　

西　

ミ
ツ
子　

西　

照
明

　

免
田　

桑
山　

芳
則　

桑
山
セ
ツ
子

一
般
寄
附

　

上　
　

上
杉　

芳
野

社
協
へ
の
ご
寄
附

社
協
へ
の
ご
寄
附

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

社
協
へ
の
ご
寄
附

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

ア
ラ
イ
グ
マ
は
、
北

米
大
陸
原
産
で
、
日
本

に
は
ペ
ッ
ト
と
し
て
輸

入
さ
れ
、
そ
の
後
逃
げ

出
し
た
り
、
捨
て
ら
れ

た
個
体
が
野
生
化
し
ま

し
た
。
暑
さ
や
寒
さ
に

も
強
く
、
何
で
も
食
べ

る
雑
食
性
で
、
分
布
を
拡
大
し
て
い

ま
す
。
在
来
の
生
態
系
や
農
作
物
等

に
被
害
を
与
え
た
り
、
感
染
症
を
媒

介
す
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、『
外

来
生
物
法
』
に
よ
り
『
特
定
外
来
生

物
』
と
し
て
、
飼
養
・
譲
渡
・
販
売
が
禁
止

さ
れ
、『
防
除
』
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

発
見
し
た
場
合
は

　

球
磨
地
域
振
興
局
森
林
保
全
課
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

ア
ラ
イ
グ
マ
の
侵
入
が

迫
っ
て
い
ま
す
！

 

お
問
い
合
わ
せ
先

　

球
磨
地
域
振
興
局　

森
林
保
全
課

　

☎　

２
４-

４
１
９
０

 

お
問
い
合
わ
せ
先

　

多
良
木
警
察
署

　

☎　

４
２-

４
１
１
０

熊
本
県
に

平成22年度九州地方アライグマ防除モデ
ル事業（九州地方環境事務所 2010）及び
九州大学宮崎演習林の報告（平成23年６
月現在）より

アライグマの分布確認状況
アライグマが確認された市町村
アライグマが未確認な市町村

　

来
春
卒
業
予
定
の
就
職
未
内
定
者
お
よ
び

既
卒
者
と
県
内
企
業
と
の
合
同
面
接
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時　

平
成
24
年
１
月
24
日
（
火
）

　
　
　

午
後
０
時
45
分
〜
午
後
４
時

（
求
人
者
受
付
：
正
午
〜
、
求
職
者
受
付
：

午
後
０
時
30
分
〜
）

場
所　

興
南
会
館
（
熊
本
市
本
山
町
）

参
加
企
業
（
事
前
申
し
込
み
が
必
要
）

　

30
社
（
予
定
）

　

※
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
球
磨
に
12
月
15
日
（
木
）

　
　

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

参
加
対
象
者
（
事
前
申
し
込
み
は
不
要
）

　

大
学
（
院
）、
短
期
大
学
、
高
等
専
門

学
校
、
専
修
学
校
を
来
春
卒
業
予
定
の
就

職
未
内
定
の
方
お
よ
び
卒
業
後
お
お
む
ね

３
年
以
内
の
方
（
高
校
卒
業
予
定
者
は
対

象
と
し
ま
せ
ん
）

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

警
察
で
は
、
様
々
な
被
害
相
談
窓
口
を
設

け
て
い
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
警
察
安
全
相
談
室

　

☎
０
９
６-

３
８
３-

９
１
１
０

　

ま
た
は　

☎
＃
９
１
１
０

※
警
察
の
総
合
的
な
相
談
窓
口
で
す
。

◆
犯
罪
被
害
者
支
援
室

　

☎
０
９
６-

３
８
１-

０
１
１
０

　
（
内
線
２
１
９
３
〜
２
１
９
５
）

※
犯
罪
被
害
者
の
心
の
悩
み
・
犯
罪
被
害
給
付
制

度
に
関
す
る
相
談
窓
口
で
す
。

◆
肥
後
っ
子
テ
レ
ホ
ン

　

☎
０
９
６-

３
８
４-

４
９
７
６

　

☎
０
１
２
０-

０
２-

４
９
７
６

※
い
じ
め
や
犯
罪
被
害
に
遭
っ
た
子
ど
も
の
こ

と
、
少
年
の
非
行
問
題
な
ど
、
少
年
問
題
専
門

の
相
談
電
話
で
す
。

◆
レ
デ
ィ
ー
ス
１
１
０
番

　

☎
０
１
２
０-

８
３
４-
３
８
１

※
性
犯
罪
の
被
害
に
関
す
る
女
性
専
用
の
相
談
電

話
で
す
。

◆
暴
力
追
放
相
談
電
話

　

☎
０
９
６-

３
８
４-

０
１
１
０

※
暴
力
団
が
関
係
す
る
事
件
・
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す

る
相
談
電
話
で
す
。

◆
悪
質
商
法
１
１
０
番

　

☎
０
９
６-

３
８
５-

１
１
１
０

※
悪
質
商
法
の
被
害
に
関
す
る
相
談
電
話
で
す
。

ジ
ョ
ブ
ナ
ビ S
E
C
O
N
D

　

学
生
等
就
職
面
接
会
開
催

被
害
相
談
窓
口
の
ご
案
内

 
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
労
働
局
職
業
安
定
部
職
業
安

定
課

　

☎
０
９
６-
２
１
１-

１
７
０
３

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
球
磨

　

☎
２
４-

８
６
０
９

隣県でも生息を確認！

アライグマの特徴

尻尾の縞模様灰色の体色
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Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止

の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
環
境
に
配
慮

し
た
電
話
帳
配
達
・
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
電
話
帳
を
お
届
け
し
た
際
に
、
古
い

電
話
帳
を
配
達
員
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。
も

し
渡
せ
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
後
日
回
収
い

た
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

紙
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

電
話
帳
お
届
け
時
期　

12
月
中

紙
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

　
　
　
　
　
　

ご
協
力
を
！

【
推
薦
採
用
試
験
】

応
募
資
格　

15
歳
〜
17
歳
未
満
の
男
子
（
平
成

７
年
４
月
２
日
〜
平
成
９
年
４
月
１
日
生
）

受
付
期
限　

12
月
16
日
（
金
）
※
締
切
日
必
着

試
験
日　

平
成
24
年
１
月
７
日
（
土
）
〜
１
月

９
日
（
月
）
の
間
の
指
定
す
る
１
日

試
験
場
所　

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

　
　
　
　
　
　
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
御
幸
浜
）

試
験
科
目

①
口
述
試
験　

②
筆
記
試
験　

③
身
体
検
査

最
終
合
格
発
表　

平
成
24
年
１
月
13
日
（
金
）

入
校　

平
成
24
年
４
月
上
旬

【
一
般
採
用
試
験
】

応
募
資
格　

15
歳
〜
17
歳
未
満
の
男
子
（
平
成

７
年
４
月
２
日
〜
平
成
９
年
４
月
１
日
生
）

受
付
期
限　

平
成
24
年
１
月
６
日
（
金
）

　
　
　
　

※
締
切
日
必
着

試
験
日　

　

平
成
24
年
１
月
14
日
（
土
）

試
験
場
所　

熊
本
市
内
の
試
験
会
場

試
験
科
目

①
国
語
・
社
会
・
数
学
・
理
科
・
英
語
（
中

学
校
卒
業
程
度
の
問
題
）
択
一
式

　

②
作
文　

５
０
０
字
程
度

一
次
合
格
発
表　

平
成
24
年
１
月
23
日
（
月
）

最
終
合
格
発
表　

平
成
24
年
２
月
17
日
（
金
）

入
校　

平
成
24
年
４
月
上
旬

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

　
　
　
　
　

生
徒
採
用
試
験

 

お
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部　

　
　
　
　
　
　
　

人
吉
地
域
事
務
所

　

☎　

２
２-

４
７
０
４

 

お
問
い
合
わ
せ
先

　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー

　

☎　

０
１
２
０ｰ

５
０
６-

３
０
９

新新

旧旧

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に
対
す
る
特

別
給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　

旧
ソ
連
邦
ま
た
は
、
モ
ン
ゴ
ル
国

の
地
域
に
お
け
る
戦
後
強
制
抑
留
者
で
、

平
成
22
年
６
月
16
日
に
日
本
国
籍
を
有
す

る
ご
存
命
の
方

　

※
特
別
措
置
法
施
行
日
（
平
成
22
年
６
月

16
日
）
以
降
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
相
続

人
は
請
求
で
き
ま
す
が
、
施
行
日
前
に
亡

く
な
ら
れ
た
方
の
ご
遺
族
等
は
、
対
象
と

な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

請
求
受
付
期
間　

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

※
ま
だ
請
求
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
お
急

ぎ
く
だ
さ
い
。
請
求
期
間
内
に
特
別
給
付

金
支
給
の
請
求
を
し
な
か
っ
た
場
合
に

は
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
請
求
書
を
お
持

ち
で
な
い
方
は
、
請
求
書
類
を
お
送
り
し

ま
す
の
で
、
至
急
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
た
方

は
、
再
度
の
請
求
は
で
き
ま
せ
ん
。

 
お
問
い
合
わ
せ
先

独
立
行
政
法
人　

平
和
祈
念
事
業

特
別
基
金

☎　

０
５
７
０-

０
５
９-

２
０
４

　
　
　
　
　
　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎　

０
３-
５
８
６
０-

２
７
４
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
通
）

戦
後
強
制
抑
留
者
の
皆
様
へ

　

会
社
に
お
勤
め
の
方
で
、
ワ
ー
ド
（
文
書

作
成
）、
エ
ク
セ
ル
（
表
計
算
）、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
覚
え
て
、
業
務
の
能
率
改
善
に
役

立
て
ま
し
ょ
う
。
初
心
者
の
方
も
大
歓
迎
！

講
座
内
容

　

ワ
ー
ド
（
文
書
作
成
）　

基
礎
編

　

エ
ク
セ
ル
（
表
計
算
）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

日　

時

　

次
の
期
間
の
毎
週
土
曜
日
実
施
（
全
10
日

　

間
、
た
だ
し
２
月
11
日
は
除
く
）

　

＊
平
成
24
年
１
月
７
日
（
土
）
〜
２
月
18

　
　

日
（
土
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　

＊
平
成
24
年
２
月
25
日
（
土
）
〜
３
月
17

　
　

日
（
土
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

会　

場
人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

募
集
人
員　

20
名

募
集
期
限　

12
月
16
日
（
金
）
ま
で

　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

参
加
費　

１
０
，
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代

４
，
０
０
０
円
を
含
む
）

働
く
人
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

（
初
級
編
）
受
講
生
募
集

 

お
問
い
合
わ
せ
先

職
業
訓
練
法
人　

人
吉
球
磨
能
力

開
発
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
２-

２
４
７
５
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☆誕生石 ̶　ターコイズ、ジルコン、

　　　　　　 ラピスラズリ、ブルートパーズ

☆星　座 ̶　射手座（11 月 23 日～ 12 月 21 日）、

　　　　 　　山羊座（12 月 22 日～ 1月 20 日）

☆誕生花 ̶　水仙、カトレア

12月
December

師
しわす

走
　　　　12　月　休　日　在　宅　当　番　医　（町のホームページでも検索できます）
期　日 上 球 磨 中 球 磨 その他地域 小 児 科

12月 4日 桑 原 医 院
（あさぎり町） ☎ 45-0205

犬童内科胃腸科医院
（あさぎり町） ☎ 45-1125

やまむら医院
（あさぎり町） ☎ 45-0005

12月11日 古 城 病 院
（水上村） ☎ 44-0321

増田耳鼻咽喉科クリニック
（あさぎり町） ☎ 45-8001

増田クリニック
（人吉市） ☎ 22-3570

12月18日 こんどう整形外科
（あさぎり町） ☎ 45-6555

田 中 医 院
（錦町） ☎ 38-0061

たかはし小児科内科医院
（人吉市） ☎ 24-2222

12月23日 そのだ医院
（湯前町） ☎ 43-2063

深水内科医院
（錦町） ☎ 38-3221

球磨村診療所
（球磨村） ☎ 32-0377

やまむら医院
（あさぎり町） ☎ 45-0005

12月25日 宮 原 医 院
（多良木町） ☎ 42-2082

酒瀬川内科
（錦町） ☎ 38-0050

緒方医院
（相良村） ☎ 35-0131

堤病院附属九日町診療所小児科
（人吉市） ☎ 22-2251

＊診療時間は午前９時から午後５時までとなります。なお、諸事情により変更の場合がありますので受診時は医療機関にご確認ください。
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20

35

40

30

25

交通事故の発生状況（1月1日から10月末日まで）交通事故の発生状況（1月1日から10月末日まで）
件数

多良木町あさぎり町 湯前町 水上村

Ｈ22

Ｈ23

交通事故の発生状況（1月1日から10月末日まで）

町村別事故発生状況管内の事故情勢

34
323232

171717

99

44 4455
1

◎ 本 庁 舎
総 務 課 ☎ 45-1111
企 画 財 政 課 ☎ 45-7211
税 務 課 ☎ 45-7212
町 民 課 ☎ 45-7213
会 計 課 ☎ 45-7224
保 健 環 境 課 ☎ 45-7216
教育委員会・教育課 ☎ 45-7226
商 工 観 光 課
（無料職業紹介所） ☎ 45-7200

◎東庁舎
建 設 課 ☎ 45-7221
上 下 水 道 課 ☎ 45-7222
農 林 振 興 課 ☎ 45-7218
商 工 観 光 課 ☎ 45-7220
農 業 委 員 会 ☎ 45-7225

◎ 総合福祉センター
福祉課　福祉総合 ☎ 45-7214
福祉課　高齢福祉 ☎ 45-7215
福祉課　地域包括支援センター
 ☎ 45-7231
福祉課　介護・障害認定審査会  
 ☎ 45-3920

◎各支所など
議会事務局 ☎ 47-0312
上支所 ☎ 47-0311
岡原支所 ☎ 45-2222
須恵支所 ☎ 45-1121
深田支所 ☎ 45-1133
福祉課　しらがね寮 ☎ 45-6668
社会福祉協議会 ☎ 49-4505
学校給食センター ☎ 45-7232

( 土・日・祝祭日の支所への電話は、役場本庁舎へ転送されます）

　　　　12　月　休　日　在　宅　当　番　薬　局（町のホームページでも検索できます）

期　日 上 球 磨 その他

12月 4日
エスエス堂薬局吉井店（あさぎり町）　☎ 45-6055 清風薬局サンロード免田店（あさぎり町）　☎ 49-9600
くるみ薬局（あさぎり町）　　　　　　☎ 49-9630
エスエス堂きりん本町薬局（あさぎり町）　☎ 45-6330

12月11日
水上薬局（水上村）　　　　　　　　　☎ 47-8055 清風薬局サンロード免田店（あさぎり町）　☎ 49-9600
高階誠心堂錦調剤薬局（錦町）　　　　☎ 38-4940

12月18日 　 清風薬局サンロード免田店（あさぎり町）　☎ 49-9600

12月23日
犬童薬局（湯前町）　　　　　　　　　☎ 43-3903 清風薬局サンロード免田店（あさぎり町）　☎ 49-9600
エスエス堂きりん本町薬局（あさぎり町）　☎ 45-6330

12月25日
山口薬局ピーチ店（多良木町）　　　　☎ 42-7712 清風薬局サンロード免田店（あさぎり町）　☎ 49-9600
つばめ薬局（錦町）　　　　　　　　　☎ 25-2500

＊諸事情により変更の場合がありますのでご確認ください。

＊年末年始の休日在宅当番医、当番薬局は、広報あさぎり平成 24年１月号に掲載します。

人身事故件数 死者数 負傷者数

平成 22年 57件 0人 74人

平成 23年 49件 2人 58人

前年比 － 8件 ＋ 2 人 － 16人

前月比 ＋ 4 件 ± 0 人 ＋ 5 人
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12 月 行 事 予 定 表
日 曜日 主　な　行　事　予　定　等 お問い合わせ先

1 木 町営住宅等入居者募集開始（～平成24年1月31日まで）
年金相談：多良木町役場　（9:40～15:20　予約制）

建 設 課
町 民 課

2 金 子育て・思春期相談：免田保健センター（14:00 ～　予約制） 保 健 環 境 課
3 土
4 日 リサイクルの日（岡原） 保 健 環 境 課

5 月 母子健康手帳交付：免田保健センター（9:00 ～ 9:20　受付）
無料人権相談：せきれい館（9:00 ～ 12:00）

保 健 環 境 課
町 民 課

6 火
子育てサロン上会場：旧上村役場（9:30 ～ 11:30）
上転倒予防教室：白寿荘（9:30 ～）
２０１１くまセミナー：須恵文化ホール（13:30 ～　講演、15:00 ～閉講式）

社会福祉協議会
保 健 環 境 課
教 育 委 員 会

7 水 上校区高齢者料理教室：上議場調理室（9:30 ～）
免田転倒予防教室：総合福祉センター（13:30 ～）

保 健 環 境 課
保 健 環 境 課

8 木

9 金
免田校区高齢者料理教室：免田保健センター（9：00～）
岡原転倒予防教室：温華之遥（13:30 ～）
こころの健康相談：免田保健センター（10:00 ～ 15:00　予約制）

保 健 環 境 課
保 健 環 境 課
保 健 環 境 課

10 土

11 日 リサイクルの日（免田）
『仮屋ジョージ　テナーサックス』公演：須恵文化ホール（13:30　開演）　

保 健 環 境 課
教 育 委 員 会

12 月
13 火 須恵転倒予防教室：須恵文化ホール（13:30 ～） 保 健 環 境 課
14 水 無料法律相談：岡原保健センター（13:00～16:00　予約制） 社会福祉協議会

15 木 深田転倒予防教室：せきれい館（13:30 ～）
年金相談：人吉カルチャーパレス（9:40 ～ 15:20　予約制）

保 健 環 境 課
町 民 課

16 金 男性料理教室：免田保健センター（9:30 ～） 保 健 環 境 課
17 土
18 日 リサイクルの日（上） 保 健 環 境 課
19 月 母子健康手帳交付：免田保健センター（9:00 ～ 9:20　受付） 保 健 環 境 課

20 火

深田校区高齢者料理教室：せきれい館（9:30 ～）
上転倒予防教室：白寿荘（9:30 ～）
岡原校区高齢者料理教室：岡原保健センター（9:00 ～）
メンタルヘルス相談：免田保健センター（13:30 ～　予約制）
子育てサロンHumming：温華乃遥（9:30 ～ 11:30）
保育料（１２月分）口座振替日
介護保険料（１２月分）口座振替日
町営住宅使用料（１２月分）口座振替日
下水道受益者分担金（第３期）口座振替日
国民健康保険税（第６期）口座振替日
固定資産税（第３期）口座振替日

保 健 環 境 課
保 健 環 境 課
保 健 環 境 課
保 健 環 境 課
社会福祉協議会
福 祉 課
福 祉 課
建 設 課
上 下 水 道 課
税 務 課
税 務 課

21 水 育児相談：免田保健センター（9:00 ～ 11:00　受付） 保 健 環 境 課

22 木 年金相談：人吉カルチャーパレス（9:40 ～ 15:20　予約制）
町内小中学校終業式

町 民 課
教 育 委 員 会

23 金 天皇誕生日
24 土
25 日 リサイクルの日（須恵・深田） 保 健 環 境 課

26 月

上下水道使用料（１２月分）口座振替日
下水道受益者分担金（第３期）納期限
国民健康保険税（第６期）納期限
固定資産税（第３期）納期限

上 下 水 道 課
上 下 水 道 課
税 務 課
税 務 課

27 火 介護保険料（１２月分）納期限 福 祉 課

28 水
保育料（１２月分）納期限
官公庁仕事納め
消防団年末警戒（～３０日まで）

福 祉 課
総 務 課
総 務 課

29 木
30 金
31 土 ごみ収集業務休業（～１月３日まで） 保 健 環 境 課

※行事等は、変更になる場合があります。
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あさぎり町の人口（11月１日現在）
総数：16,979（＋８）人／世帯数：5,864（＋３）戸／男：7,994（±０）人／女：8,985（＋８）人

　もう 12 月号の発行となり、今年も残り少なくなっ
てきました。先日、ついに私も二十歳を迎えました。
嬉しく感じるとともに、学生の頃想像していた二十
歳像ってこんな感じだったかな？と戸惑いと焦りを
感じているところです。さまざまな経験や出会いが
あり、その度に私もまだまだだな～と感じる日々で
すが、これからも感謝の気持ちと初心を忘れず仕事
に青年団に励みたいと思います。
　そして、もうすぐ成人式 !! 着物の準備は揃えるも
のが多く大変でしたが、ようやく実感もわいてきま
した。久しぶりに会う友人達がどんな素敵な大人に
なっているか、とても楽しみです（*^o^*）      （Yu）

　今年は紅葉が遅いようで、毎年お楽しみいただい
ている麓城趾の紅葉は例年より遅くなりそうです。
町のホームページに紅葉情報を掲載していますので、
紅葉狩りに行かれる際はご活用ください。
　＊町ＨＰアドレス
　　　　http://www.asagiri-town.net/

　もう 12 月号の発行となりました。早いもので、今
年も残り少なくなってきました。次号はいよいよ新
年１月号。来年の干支は ･･･ 辰 !? 毎年１月号は干支
にちなんだ表紙にしている広報紙。さて、来月号の
表紙はどうなるのでしょう･･･　　　　　  　    （ko）
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◀　千望展望所からの雲海
　白髪岳の中腹（林道榎田大川筋線の
途中）にある千望展望所。
　白い雲が球磨盆地を覆っています。

H23.10.26H23.10.26

▲　こちらは遠山桜で有名な
松尾集落（須恵校区）から
の雲海です。

▲　左の写真から５分後、霧が
山頂へ向け登ってきます。

▲　10 分後、辺り一面真っ白
になりました。

◀　

晴
れ
た
日
の
千
望

か
ら
の
眺
め

あさぎり町の雲海スポット
秋が深まり、寒さが増してくる季節、あさぎり町でも雲海が見ることが
できます。今回は、雲海が見えるスポットをご紹介！

H23.11.1H23.11.1 H23.11.1H23.11.1 H23.11.1H23.11.1


